
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,881.27 ▲5.68% ▲7.70% ▲12.30% 5.08%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

1,927.18 ▲2.55% ▲2.16% 1.20%

情報提供資料国内リート見通し 2022年1月24日

マーケットの動き（2022年1月17日～1月21日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2020年12月30日～2022年1月21日）

日本でも新型コロナウイルス「オミクロン型」の感染者数が増加してきているほか、米国では
将来の利上げペースの加速に加えてバランスシート縮小を議論する姿勢も示されており、先行
き不透明感から警戒感が高まっています。一方で、昨年10月に緊急事態宣言が解除されて以
降、大型オフィスの需要が回復基調にあるほか、「オミクロン型」の重症化リスクに対する解
明が進んでいることから、経済活動正常化が進むとみられます。日銀の低金利政策が続く中、
相対的な利回りの高さや出遅れ感から、国内リート市場は底堅く推移すると予想しています。

国内各種資産利回り
2022年1月21日時点

3.58%

投資環境見通し（2022年1月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
1月21日

国内リート市場は底堅く推移

先週の国内リート市場は、前週末比で下落しました。
国内における新型コロナウイルス「オミクロン型」の新規感染者数の増加に加え、日
米株式市場の下落と景気減速懸念によるリスクオフ姿勢の強まりが下落要因となりま
した。
セクター別では、オフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて
下落しました。
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